
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
、
地
方
交
付
税
や

臨
時
財
政
対
策
債
（
地
方
交
付
税
の
振
り

替
え
分
と
し
て
認
め
ら
れ
る
借
り
入
れ
）

の
落
ち
込
み
な
ど
か
ら
、　

億
２
１
８
９

２６

万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引

い
た
財
源
不
足　

億
５
４
２
１
万
円
の
う

２２

ち
、
３
億
５
０
０
０
万
円
を
水
道
事
業
な

ど
他
会
計
か
ら
の
借
り
入

れ
で
補
う
こ
と
と
し
、
残

り
の　

億
４
２
１
万
円
が

１９

最
終
的
な
財
源
不
足
と
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ

の
不
足
額
を
諸
収
入
に
計

上
し
て
形
式
的
に
収
支
の

均
衡
を
図
る
、
事
実
上
の

赤
字
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入（
収
入
）に
つ
い
て

　

市
税
で
は
、
景
気
の
低
迷
や
納
税
義
務

者
の
減
少
な
ど
に
よ
り
８
億
２
８
２
５
万

円
の
減
と
な
り
、
地
方
交
付
税
で
は
、
国

に
よ
る
三
位
一
体
改
革
の
影
響
か
ら
４
４

０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
市
債
の　

億
４
４
７
０
万
円

１２

　

３
年
連
続
の
「
緊
縮
型
」
予
算

　
　

年
度
の
財
政
規
模
は
、
総
額
１
５
２

１６
７
億
４
８
７
３
万
円
。
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
緊
急
度
・
優
先
度
・
必
要
性
を
見

極
め
な
が
ら
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　
　

年
度
予
算
を
、　

年
度
（　

年
第
２

１６

１５

１５

回
定
例
会
補
正
後
）と
比
較
す
る
と
、一
般

会
計
は
、
市
債
の
借
り
換
え
分
を

除
き
、　

％
減
と
な
り
ま
し
た
。

２．３

ま
た
、
特
別
会
計
も
全
体
で　

％
２．０

減
と
な
り
ま
し
た
。
四
つ
の
企
業

会
計
も
す
べ
て
が
前
年
度
を
下
回

り
、　

％
減
と
な
り
ま
し
た
。

５．０

　

結
果
的
に
全
会
計
で
は　

％
減

２．７

と
な
り
、　

年
度
以
降
３
年
連
続

１４

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
減
少
に
な
り
ま

し
た
。

　

一
般
会
計
は　

億
円
の
財
源
不
足

１９

　

７
ペ
ー
ジ
の〈
表
１
〉の
と
お
り
、
歳
出

で
は
人
件
費
の
削
減
や
事
務
事
業
の
見
直

し
に
よ
り
、　

億
２
７
４
９
万
円
の
減
と

１５

な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
歳
入
で
は
、
市
税
や
、
国
の

減
の
う
ち
、
建
設
事
業
の
減
少
に
よ
る
も

の
が
６
億
３
６
３
０
万
円
、
臨
時
財
政
対

策
債
の
減
に
よ
る
も
の
な
ど
が
６
億
８
４

０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出（
支
出
）に
つ
い
て

　

人
件
費
は
、
退
職
者
不
補
充
に
よ
る
職

員
数
や
給
与
の
削
減
に
よ
り
、　

億
３
９

１１

１
６
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
建
設
事
業
費
も
、
菁
園
中
学
校

の
校
舎
増
改
築
や
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー

場
の
事
業
費
な
ど
が
減
っ
た
た
め
、
６
億

２
６
０
４
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

負
担
金
補
助
お
よ
び
交
付
金
は
、
全
体

的
に
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
が
、　

年
度

１６

か
ら
焼
却
場
な
ど
の
建
設
が
始
ま
る
「
北

し
り
べ
し
廃
棄
物
処
理
広
域
連
合
」
へ
の

負
担
金
な
ど
が
増
え
た
た
め
、
２
億
１
１

８
６
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
扶
助
費
は
、
障
害
者
の
施

設
に
係
る
経
費
な
ど
に
よ
り
、
２
億
２
５

２
１
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
債
費
は
、
市
債
の
借
り
換
え
分
を
除

き
１
億
９
９
６
１
万
円
の
増
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、公
債
費
は　

年
度
・　

年
度
を

１６

１７

平成１６（２００４）年４月　広報おたる　

二
つ
の
計
画
と
と
も
に
読
む

新新新新新新新新新新
年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度

新
年
度
予予予予予予予予予予
算算算算算算算算算算
予
算

気になる
今年度
予算の特徴

総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３
次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画

総
合
計
画 
第
３
次
実
施
計
画

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改
革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革

実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画

新
行
政
改
革 
実
施
計
画

　先月号で詳しくお知らせしました平成１６年度の各会
計予算案が、市議会第１回定例会で議決されました。
　また、市では新行政改革実施計画（第３次改訂）と、
総合計画「市民と歩む　２１世紀プラン」第３次実施計画
を策定しました。そこで、今回はそれぞれのポイント
について説明します。

ピ
ー
ク
に
減
少

に
転
じ
る
見
込

み
で
す
。

　

繰
出
金
で
は
、

国
民
健
康
保
険
・

老
人
保
健
・
介

護
保
険
の
特
別

会
計
な
ど
へ
の

繰
り
出
し
が
増

え
た
た
め
、
３

億
２
６
７
４
万

円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

�
財
政
に
つ
い

て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
財
政

部
財
政
課
�
�
４
１
１
１
内
線
２
３
１
・

２
３
２
、
�
�
０
６
７
５
へ
ど
う
ぞ
。

　

新
行
政
改
革
実
施
計
画
を
改
訂

　

市
で
は
、
平
成
９
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
き
た
新
行
政
改
革
実
施
計
画
を
こ
の
た

び
改
訂
し
、　

年
度
〜　

１６

１８

年
度
の
３
年
間
を
実
施
期

間
と
し
て
、
引
き
続
き
行

政
改
革
を
進
め
ま
す
。
そ

の
主
な
内
容
は
、
下
の
と

お
り
で
す
。

�
行
政
改
革
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務

部
行
財
政
健
全
化
担
当
�
�
４
１
１
１
内

線
４
１
１
、
�
�
１
４
８
７
へ
ど
う
ぞ
。

７　平成１６（２００４）年４月　広報おたる　

引き続き
行政改革を
進めます

�定員管理および給与などの適正化

職員数の削減　９年度～１５年度に２８９人を削減しましたが、１８

年度までに、さらに１００人以上の削減を目標とします。

給与制度などの見直し　特別職の給料や課長職以上の管理職

手当の削減を、さらに削減率を上げて継続実施するほか、全

職員の給料・手当の削減、退職手当の見直しなどを行います。

�事務事業の見直し

学校施設の有効活用　小・中学校の余裕教室や特別教室など

について、社会教育・社会福祉の方面へも広く活用できな

いか検討します。

市民と協働する事務事業の実施　地域ボランティアなどと一

緒に取り組む事業について検討し、実施します。

家庭系ごみの有料化　家庭系ごみの減量化とその方策として

の有料化の取り組みについて検討します。

�時代に即応した組織・機構の見直し

組織・機構の見直し　１６年度に部の再編を含む組織・機構の改

正を行い、その後もスリムで柔軟な組織・機構を目指します。

病院の統廃合　小樽病院と第二病院の統合新築を目指し、基

本設計などの策定に向けて、準備を進めます。

こども発達支援センターの設置　就学前障害児の相談・療育

業務の総合窓口化を図るため、子ども発達支援室、幼児こ

とばの教室およびさくら学園相談業務を一元化します。

小学校の適正配置　実施計画を策定するなど、実施に向けた

取り組みを進めます。

�公正の確保と透明性の向上

個人情報保護制度の充実・強化　行政機関の保有する個人情

報の保護に関する法律の施行にあわせ、条例などを整備します。

�行政の情報化など行政サービスの向上

ＩＴ（情報通信技術）を活用した行政サービスの充実　イン

ターネットを利用した申請・許可やホームページの充実な

ど、市民の皆さんの要望を取り入れながら、行政サービス

の充実を図ります。

子育て支援策の充実　認可保育所における延長保育、産休明

け保育、世代間交流などの地域活動事業、地域子育て支援事

業の実施・拡充を図るとともに、市立保育所の定員拡大、放課

後児童クラブの充実など、子育て支援策の充実を図ります。

次世代育成支援行動計画の策定および実施　次世代育成支援

対策推進法に基づき、具体的な「行動計画」を策定し、実施

します。

�経費の節減合理化と財政の健全化

民間への業務委託の推進　これまで進めてきた民間への業務

委託をさらに進めます。

政策的経費の見直し　事業の中止、休止も含め、全体的に見

直しを進め、財政健全化を図ります。

負担金・補助金の見直し　一部事務組合などの負担金や各種

団体への補助金の縮減に向け、見直しを進めます。

�市の施設の管理運営などの見直し

施設の有効活用の検討　開館時間、利用手続きなどの見直し

を行い、利用目的、利用対象者の拡大などについて検討し

ます。

指定管理者制度導入の推進　より効率的な施設運営ができる

と思われるものについては、市が指定する民間団体などに

施設の管理を行ってもらうよう検討を進めます。

施設カルテの作成および活用　施設の老朽度などを調査した

カルテを作成し、今後の維持補修などの判断に活用します。

〈新行政改革実施計画（第３次改訂）の主な内容〉

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算新年度予算
二つの計画とともに読む

〈表１〉一般会計の収支状況
１５年度１６年度

　 増減（第２回定例会補正後）（当初）
※市債の借り換え分を除く

△８億２８２５万円１６０億４８３５万円１５２億２０１０万円市税

歳

入

△４４００万円１５８億１７００万円１５７億７３００万円地方交付税

△１２億４４７０万円５３億６５５０万円４１億２０８０万円市債

２億１９６万円１１３億４７１４万円１１５億４９１０万円国・道支出金

△６億４４６０万円１２９億４１５３万円１２２億９６９３万円諸収入

△６２３０万円４５億８３４２万円４５億２１１２万円その他

△２６億２１８９万円６６１億２９４万円６３４億８１０５万円歳入計�

△１１億３９１６万円１２９億２２６６万円１１７億８３５０万円人件費

歳

出

△６億２６０４万円２８億８４６５万円２２億５８６１万円建設事業費

２億１１８６万円１２億１３６８万円１４億２５５４万円負担金・補助金

２億２５２１万円１４５億２２４２万円１４７億４７６３万円扶助費

１億９９６１万円７８億６３６７万円８０億６３２８万円公債費

３億２６７４万円９３億８４４３万円９７億１１１７万円繰出金

△６億２１５３万円１２４億２０１３万円１１７億９８６０万円貸付金

△１億４１８万円６０億５１１１万円５９億４６９３万円その他

△１５億２７４９万円６７２億６２７５万円６５７億３５２６万円歳出計�

△１１億５９８１万円△２２億５４２１万円財源不足額�－�

３億５９８１万円　減債基金繰入金財源不足
への対応 ８億円３億５０００万円他会計借入金

�諸収入へ計上　１９億４２１万円対応後の財源不足額



三
位
一
体
改
革
に
よ
る
、
地
方
交
付
税
や

臨
時
財
政
対
策
債
（
地
方
交
付
税
の
振
り

替
え
分
と
し
て
認
め
ら
れ
る
借
り
入
れ
）

の
落
ち
込
み
な
ど
か
ら
、　

億
２
１
８
９

２６

万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引

い
た
財
源
不
足　

億
５
４
２
１
万
円
の
う

２２

ち
、
３
億
５
０
０
０
万
円
を
水
道
事
業
な

ど
他
会
計
か
ら
の
借
り
入

れ
で
補
う
こ
と
と
し
、
残

り
の　

億
４
２
１
万
円
が

１９

最
終
的
な
財
源
不
足
と
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ

の
不
足
額
を
諸
収
入
に
計

上
し
て
形
式
的
に
収
支
の

均
衡
を
図
る
、
事
実
上
の

赤
字
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入（
収
入
）に
つ
い
て

　

市
税
で
は
、
景
気
の
低
迷
や
納
税
義
務

者
の
減
少
な
ど
に
よ
り
８
億
２
８
２
５
万

円
の
減
と
な
り
、
地
方
交
付
税
で
は
、
国

に
よ
る
三
位
一
体
改
革
の
影
響
か
ら
４
４

０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
市
債
の　

億
４
４
７
０
万
円

１２

　

３
年
連
続
の
「
緊
縮
型
」
予
算

　
　

年
度
の
財
政
規
模
は
、
総
額
１
５
２

１６
７
億
４
８
７
３
万
円
。
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
緊
急
度
・
優
先
度
・
必
要
性
を
見

極
め
な
が
ら
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　
　

年
度
予
算
を
、　

年
度
（　

年
第
２

１６

１５

１５

回
定
例
会
補
正
後
）と
比
較
す
る
と
、一
般

会
計
は
、
市
債
の
借
り
換
え
分
を

除
き
、　

％
減
と
な
り
ま
し
た
。

２．３

ま
た
、
特
別
会
計
も
全
体
で　

％
２．０

減
と
な
り
ま
し
た
。
四
つ
の
企
業

会
計
も
す
べ
て
が
前
年
度
を
下
回

り
、　

％
減
と
な
り
ま
し
た
。

５．０

　

結
果
的
に
全
会
計
で
は　

％
減

２．７

と
な
り
、　

年
度
以
降
３
年
連
続

１４

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
減
少
に
な
り
ま

し
た
。

　

一
般
会
計
は　

億
円
の
財
源
不
足

１９

　

７
ペ
ー
ジ
の〈
表
１
〉の
と
お
り
、
歳
出

で
は
人
件
費
の
削
減
や
事
務
事
業
の
見
直

し
に
よ
り
、　

億
２
７
４
９
万
円
の
減
と

１５

な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
歳
入
で
は
、
市
税
や
、
国
の

減
の
う
ち
、
建
設
事
業
の
減
少
に
よ
る
も

の
が
６
億
３
６
３
０
万
円
、
臨
時
財
政
対

策
債
の
減
に
よ
る
も
の
な
ど
が
６
億
８
４

０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出（
支
出
）に
つ
い
て

　

人
件
費
は
、
退
職
者
不
補
充
に
よ
る
職

員
数
や
給
与
の
削
減
に
よ
り
、　

億
３
９

１１

１
６
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
建
設
事
業
費
も
、
菁
園
中
学
校

の
校
舎
増
改
築
や
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー

場
の
事
業
費
な
ど
が
減
っ
た
た
め
、
６
億

２
６
０
４
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

負
担
金
補
助
お
よ
び
交
付
金
は
、
全
体

的
に
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
が
、　

年
度

１６

か
ら
焼
却
場
な
ど
の
建
設
が
始
ま
る
「
北

し
り
べ
し
廃
棄
物
処
理
広
域
連
合
」
へ
の

負
担
金
な
ど
が
増
え
た
た
め
、
２
億
１
１

８
６
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
扶
助
費
は
、
障
害
者
の
施

設
に
係
る
経
費
な
ど
に
よ
り
、
２
億
２
５

２
１
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
債
費
は
、
市
債
の
借
り
換
え
分
を
除

き
１
億
９
９
６
１
万
円
の
増
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、公
債
費
は　

年
度
・　

年
度
を

１６

１７
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二
つ
の
計
画
と
と
も
に
読
む

新新新新新新新新新新
年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度

新
年
度
予予予予予予予予予予
算算算算算算算算算算
予
算

気になる
今年度
予算の特徴

総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３
次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画

総
合
計
画 
第
３
次
実
施
計
画

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改
革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革

実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画

新
行
政
改
革 
実
施
計
画

　先月号で詳しくお知らせしました平成１６年度の各会
計予算案が、市議会第１回定例会で議決されました。
　また、市では新行政改革実施計画（第３次改訂）と、
総合計画「市民と歩む　２１世紀プラン」第３次実施計画
を策定しました。そこで、今回はそれぞれのポイント
について説明します。

ピ
ー
ク
に
減
少

に
転
じ
る
見
込

み
で
す
。

　

繰
出
金
で
は
、

国
民
健
康
保
険
・

老
人
保
健
・
介

護
保
険
の
特
別

会
計
な
ど
へ
の

繰
り
出
し
が
増

え
た
た
め
、
３

億
２
６
７
４
万

円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

�
財
政
に
つ
い

て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
財
政

部
財
政
課
�
�
４
１
１
１
内
線
２
３
１
・

２
３
２
、
�
�
０
６
７
５
へ
ど
う
ぞ
。

　

新
行
政
改
革
実
施
計
画
を
改
訂

　

市
で
は
、
平
成
９
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
き
た
新
行
政
改
革
実
施
計
画
を
こ
の
た

び
改
訂
し
、　

年
度
〜　

１６

１８

年
度
の
３
年
間
を
実
施
期

間
と
し
て
、
引
き
続
き
行

政
改
革
を
進
め
ま
す
。
そ

の
主
な
内
容
は
、
下
の
と

お
り
で
す
。

�
行
政
改
革
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務

部
行
財
政
健
全
化
担
当
�
�
４
１
１
１
内

線
４
１
１
、
�
�
１
４
８
７
へ
ど
う
ぞ
。

　平成１６（２００４）年４月　広報おたる　

引き続き
行政改革を
進めます

�定員管理および給与などの適正化

職員数の削減　９年度～１５年度に２８９人を削減しましたが、１８

年度までに、さらに１００人以上の削減を目標とします。

給与制度などの見直し　特別職の給料や課長職以上の管理職

手当の削減を、さらに削減率を上げて継続実施するほか、全

職員の給料・手当の削減、退職手当の見直しなどを行います。

�事務事業の見直し

学校施設の有効活用　小・中学校の余裕教室や特別教室など

について、社会教育・社会福祉の方面へも広く活用できな

いか検討します。

市民と協働する事務事業の実施　地域ボランティアなどと一

緒に取り組む事業について検討し、実施します。

家庭系ごみの有料化　家庭系ごみの減量化とその方策として

の有料化の取り組みについて検討します。

�時代に即応した組織・機構の見直し

組織・機構の見直し　１６年度に部の再編を含む組織・機構の改

正を行い、その後もスリムで柔軟な組織・機構を目指します。

病院の統廃合　小樽病院と第二病院の統合新築を目指し、基

本設計などの策定に向けて、準備を進めます。

こども発達支援センターの設置　就学前障害児の相談・療育

業務の総合窓口化を図るため、子ども発達支援室、幼児こ

とばの教室およびさくら学園相談業務を一元化します。

小学校の適正配置　実施計画を策定するなど、実施に向けた

取り組みを進めます。

�公正の確保と透明性の向上

個人情報保護制度の充実・強化　行政機関の保有する個人情

報の保護に関する法律の施行にあわせ、条例などを整備します。

�行政の情報化など行政サービスの向上

ＩＴ（情報通信技術）を活用した行政サービスの充実　イン

ターネットを利用した申請・許可やホームページの充実な

ど、市民の皆さんの要望を取り入れながら、行政サービス

の充実を図ります。

子育て支援策の充実　認可保育所における延長保育、産休明

け保育、世代間交流などの地域活動事業、地域子育て支援事

業の実施・拡充を図るとともに、市立保育所の定員拡大、放課

後児童クラブの充実など、子育て支援策の充実を図ります。

次世代育成支援行動計画の策定および実施　次世代育成支援

対策推進法に基づき、具体的な「行動計画」を策定し、実施

します。

�経費の節減合理化と財政の健全化

民間への業務委託の推進　これまで進めてきた民間への業務

委託をさらに進めます。

政策的経費の見直し　事業の中止、休止も含め、全体的に見

直しを進め、財政健全化を図ります。

負担金・補助金の見直し　一部事務組合などの負担金や各種

団体への補助金の縮減に向け、見直しを進めます。

�市の施設の管理運営などの見直し

施設の有効活用の検討　開館時間、利用手続きなどの見直し

を行い、利用目的、利用対象者の拡大などについて検討し

ます。

指定管理者制度導入の推進　より効率的な施設運営ができる

と思われるものについては、市が指定する民間団体などに

施設の管理を行ってもらうよう検討を進めます。

施設カルテの作成および活用　施設の老朽度などを調査した

カルテを作成し、今後の維持補修などの判断に活用します。

〈新行政改革実施計画（第３次改訂）の主な内容〉

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算新年度予算
二つの計画とともに読む

〈表１〉一般会計の収支状況
１５年度１６年度

　 増減（第２回定例会補正後）（当初）
※市債の借り換え分を除く

△８億２８２５万円１６０億４８３５万円１５２億２０１０万円市税

歳

入

△４４００万円１５８億１７００万円１５７億７３００万円地方交付税

△１２億４４７０万円５３億６５５０万円４１億２０８０万円市債

２億１９６万円１１３億４７１４万円１１５億４９１０万円国・道支出金

△６億４４６０万円１２９億４１５３万円１２２億９６９３万円諸収入

△６２３０万円４５億８３４２万円４５億２１１２万円その他

△２６億２１８９万円６６１億２９４万円６３４億８１０５万円歳入計�

△１１億３９１６万円１２９億２２６６万円１１７億８３５０万円人件費

歳

出

△６億２６０４万円２８億８４６５万円２２億５８６１万円建設事業費

２億１１８６万円１２億１３６８万円１４億２５５４万円負担金・補助金

２億２５２１万円１４５億２２４２万円１４７億４７６３万円扶助費

１億９９６１万円７８億６３６７万円８０億６３２８万円公債費

３億２６７４万円９３億８４４３万円９７億１１１７万円繰出金

△６億２１５３万円１２４億２０１３万円１１７億９８６０万円貸付金

△１億４１８万円６０億５１１１万円５９億４６９３万円その他

△１５億２７４９万円６７２億６２７５万円６５７億３５２６万円歳出計�

△１１億５９８１万円△２２億５４２１万円財源不足額�－�

３億５９８１万円　減債基金繰入金財源不足
への対応 ８億円３億５０００万円他会計借入金

�諸収入へ計上　１９億４２１万円対応後の財源不足額
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市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る　
　
　
　

　
　
　
　

施
策
の
実
施
の
た
め
に

　

総
合
計
画
「
市
民
と
歩
む　
　

世
紀
プ

２１

ラ
ン
」
は
、　

世
紀
に
お
け
る
小
樽
の
ま

２１

ち
づ
く
り
の
第
一
歩
と
な
る
主

要
施
策
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
実
施
計
画
は
、
基
本
計

画
の
具
体
的
な
進
め
方
や
、
主

な
事
業
の
実
施
年
度
と
予
算
規

模
を
施
策
分
野
ご
と
に
明
ら
か

に
し
、本
市
の
行
政
運
営
の
短
・

中
期
的
な
指
針
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
の
重
要
課
題
で
あ
る

定
住
促
進
、
少
子
高
齢
化
、
経
済
活
性
化

な
ど
の
諸
課
題
を
解
決
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
夢
や
希
望
、豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
、

活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

　

第
３
次
実
施
計
画
の
内
容
は

　

第
３
次
実
施
計
画
は
、
厳
し
い
市
の
財

政
状
況
を
背
景
に
、
こ
の
た
び
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
限
ら
れ
た
財
源
を

効
率
的
に
運
用
し
な
が
ら
、

第
２
次
実
施
計
画
に
引
き
続

き
、　

年
度
〜　

年
度
の
３

１６

１８

年
間
を
計
画
期
間
と
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
総
事
業
費
は
、
３
４

８
億
８
７
７
０
万
円
と
な
り
、

施
策
の
大
綱
に
あ
る
五
つ
の
プ
ラ
ン
ご
と

の
主
な
事
業
は
、
左
の
と
お
り
で
す
。

�
総
合
計
画
「
市
民
と
と
も
に
歩
む　
　
２１

世
紀
プ
ラ
ン
」第
３
次
実
施
計
画
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、総
務
部
企
画
政
策
室

�
�
４
１
１
１
内
線
２
７
５
へ
ど
う
ぞ
。

　

総
合
計
画
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
高
度
情
報
化
や
国
際

交
流
の
進
展
に
沿
っ
た
ま
ち

づ
く
り
や
、
資
源
循
環
型
の

環
境
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

な
ど
、
行
政
に
求
め
ら
れ
る

市
民
ニ
ー
ズ
は
、
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
市
は
大
変
厳
し
い

現
状
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

減
少
し
続
け
る
人
口
、
急
速

な
少
子
高
齢
化
、
産
業
経
済

の
停
滞
、
ま
た
、
市
税
収
入

の
落
ち
込
み
や
地
方
交
付
税

の
減
少
な
ど
も
あ
り
、
財
政

状
況
も
危
機
的
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
将
来
に

わ
た
り
安
定
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
た
め
に
は
、
効
率

的
な
行
政
運
営
と
、計
画
的
な

財
政
運
営
と
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
推
進
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら

も
引
き
続
き
行
政
改
革
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
に

策
定
す
る
「
新
財
政
健
全
化

計
画
」
と
併
せ
て
、
財
政
の

安
定
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

厳しい
財政状況
の中で…

■はぐくみ　文化・創造プラン

・菁園中学校校舎などの整備
・学校校舎などの耐震診断
・小学校適正配置の推進
・放課後児童クラブの運営
・サッカー・ラグビー場の建設
・図書館業務のＯＡ化などの推進
・重要文化財旧手宮鉄道施設の修復調査

■ふれあい　福祉・安心プラン

・保育所の定員拡大、延長保育など多様な保育
サービスの充実
・こども発達支援センターの設置
・町内会活動への支援
・介護支援サービスの充実
・男女平等参画基本計画の推進

■うるおい　生活・快適プラン

・除排雪の充実　・集団資源回収の充実
・ごみ処理に対する意識啓発
・廃棄物中間処理施設の建設
・生活関連道路、歩道などの整備　・河川の整備
・中央、銭函処理区下水道施設整備
・小樽公園の再整備　・救急業務の高度化推進
・勝納住宅の建設とオタモイ団地の建て替え

■ゆたかさ　産業・活力プラン

・漁港の整備　・水産物供給施設の整備
・観光基本計画の策定　・観光資源の整備
・フィルムコミッションの運営
・広域観光、国際観光の推進
・商店街活性化の支援　・商店街近代化施設の整備
・地域経済活性化の推進

■にぎわい　都市・形成プラン

・都市計画マスタープランの推進
・コンテナ関連施設の管理　・北防波堤改良整備
・第３号ふ頭基部再開発　・小樽港縦貫線の整備
・対岸貿易の推進など小樽港の利用促進
・小樽運河の浄化対策
・礼文塚通および銭函新通の街路整備
・歴史的建造物の保全など良好な都市景観の形成

〈総合計画第３次実施計画の主な事業〉

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算新年度予算
二つの計画とともに読む

～総合計画～
２１世紀の
まちづくりへ

危
険
な
横
断
に
ヒ
ヤ
リ

　

先
日
、バ
ス
停
で
の
出
来
事
。４

〜
５
人
の
方
と
バ
ス
を
待
っ
て
い

る
と
、突
然
隣
の
女
性
が「
危
な

い
っ
！
」と
大
き
な
声
を
あ
げ
た
の

で
す
。び
っ
く
り
し
て
女
性
の
視
線

の
先
を
見
る
と
、一
人
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
、向
こ
う
側
か
ら
、ゆ
っ

く
り
と
道
路
を
渡
っ
て
来
ま
す
。

　

こ
こ
は
車
が
頻
繁
に
行
き
交
う

バ
ス
通
り
。
道
は
カ
ー
ブ
で
視
界

が
悪
く
、路
面
は
ツ
ル
ツ
ル
。み
ん

な
で
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
制
止
し
よ

う
と
叫
び
ま
す
が
、
耳
が
よ
く
聞

こ
え
な
い
の
か
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
全
く
無
視
。
そ
し
て
道
路
の
真

ん
中
に
さ
し
か
か
っ
た
こ
ろ
に
車

が
…
。わ
た
し
は
、
も
う
ダ
メ
だ

と
思
い
ま
し
た
が
、
車
は
寸
前
の

と
こ
ろ
で
、
大
き
く
反
対
車
線
に

は
み
出
し
な
が
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
を
避
け
ま
し
た
。
も
し
対
向
車

が
い
た
ら
、
最
悪
の
事
態
は
避
け

ら
れ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

無
事
生
還
し
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
、
あ
っ
け
に
と
ら
れ
て
見
つ
め

る
わ
た
し
た
ち
の
横
を
通
る
と
、

「
う
る
さ
い
ね
え
」と
で
も
い
い
た

げ
な
視
線
を
チ
ラ
ッ
と
向
け
て
立

ち
去
り
ま
し
た
。
ど
う
や
ら
わ
た

し
た
ち
の
声
は
聞
こ
え
て
い
た
よ

う
で
す
…
。（
長
橋
／　

代
男
性
）

３０

９　平成１６（２００４）年４月　広報おたる

道
路
の
砂
、
な
ん
と
か
し
て

　

春
の
雪
解
け
の
時
期
に
な
る
と
、

う
ん
ざ
り
す
る
の
が
道
路
の
砂
。

冬
期
間
ま
い
た
ス
リ
ッ
プ
防
止
用

の
砂
は
、
道
路
の
ふ
ち
や
、
緑
地

帯
を
真
っ
黒
に
覆
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
美
観
上
好
ま
し
く
な
い
の
は

当
然
の
こ
と
、
乾
い
て
風
に
吹
き

上
げ
ら
れ
る
と
、
目
も
開
け
ら
れ

な
い
状
態
に
な
り
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
家
の
前
の
緑
地
帯

に
た
ま
っ
た
砂
を
毎
年
取
り
除
い

て
い
ま
す
が
、
ご
み
に
出
す
わ
け

に
も
い
か
ず
、
困
っ
て
い
ま
す
。

砂
を
ま
く
の
は
仕
方
な
い
と
し
て

も
、何
と
か
な
ら
な
い
も
の
で
し
ょ

う
か
？
（
匿
名
）

�
お
た
よ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
�

　

冬
道
へ
の
砂
散
布
は
、
ス
リ
ッ

プ
防
止
に
非
常
に
有
効
な
手
段
で

す
。
こ
こ
数
年
は
砂
散
布
の
要
望

が
多
く
、
専
用
車
に
よ
る
緊
急
散

布
や
砂
箱
の
新
設
も
行
っ
て
お
り
、

散
布
す
る
砂
の
量
も
増
加
し
て
お

り
ま
す
。
春
に
な
る
と
一
斉
に
機

械
や
人
力
に
よ
る
清
掃
・
収
集
作

業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
間
に

合
わ
ず
ご
指
摘
の
よ
う
な
状
況
も

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
砂
の
回
収
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、

集
め
て
い
た
だ
い
た
砂
の
回
収
や

砂
を
入
れ
る
た
め
の
袋
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。
今
後
と
も
砂
の
回

収
に
は
可
能
な
限
り
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
に
も
ご
協

力
を
ぜ
ひ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
回
収
し
た
砂
の
一
部
は

リ
サ
イ
ク
ル
処
理
さ
れ
る
た
め
、

ご
み
の
混
入
は
な
る
べ
く
な
い
よ

う
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
建
設
部
維
持
課
�
�
４
１
１
１
�

３
７
６
・
３
７
７
、�
�
４
４
６
９
）

    
有 
佐
々
木
創
建

　

朝
里
川
温
泉
１
‐　

‐
２

３３４
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優
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き 
  

さ
ん

ま
さ
る

　　

わ
が
社
は
会
社
を
興
し
て

３
年
目
、
社
員
の
平
均
年
齢

も
約　

歳
と
、
業
界
で
は
新

３０

入
り
の
会
社
で
す
。
受
注
内

容
は
、
土
木
・

基
礎
・
型
枠
・
外

構
工
事
に
、
除

雪
や
草
刈
り
な

ど
、
実
に
さ
ま

ざ
ま
な
仕
事
を

さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
さ
に
、
便

利
屋
の
よ
う
な

会
社
で
す
が
、

自
慢
は
、「
仕
事

を
選
ん
だ
こ
と

が
な
い
」
こ
と

で
す
。
も
ち
ろ

ん
、
法
的
に
資

格
や
免
許
が
な

い
と
で
き
な
い

仕
事
も
あ
り
ま
す
が
、
基
本

的
に
、
私
は
○
○
業
と
い
っ

た
業
種
へ
の
こ
だ
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。
受
け
た
ご
依
頼

は
必
ず
何
と
か
し
て
み
せ
る
。

こ
れ
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。
そ

し
て
、
こ
れ
を
可
能
に
す
る

た
め
、「
人
力
」と「
手
作
業
」

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

大
型
の
重
機
は
人
の
何
倍

も
の
働
き
を
し
ま
す
が
、
活

躍
の
場
は
限
ら
れ
ま
す
。
ど

ん
な
依
頼
に
で
も
、
臨
機
応

変
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

る
「
人
間
」
は

最
も
頼
り
に
な

る
の
で
す
。

　

ま
た
、
家
屋

の
解
体
を
例
に

し
て
も
、
今
は

廃
材
を
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
た
め
、

一
つ
一
つ
手
作

業
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う

し
た
環
境
保
護

の
観
点
か
ら
も
、

「
人
力
」
と
「
手

作
業
」
に
し
か

で
き
な
い
仕
事

が
、
今
後
ま
す

ま
す
増
え
る
こ

と
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

お
か
げ
で
社
員
も
、
い
つ

の
間
に
か
当
初
の
２
倍
に
増

え
て
い
ま
す
。
仕
事
の
依
頼

も
２
倍
と
は
な
か
な
か
い
き

ま
せ
ん
け
ど
ね（
笑
）。

次は、平形工務店さんにバトンタッチ！

�

（　

）

楽しかったこと、悔しかったこと、

最近思うこと、広報を読んで感じた

ことなどをお寄せください。内容を

３００字程度にまとめ、住所・氏名・年

齢・電話番号を書いて、郵送やファク

ス、電子メールで広報広聴課へ。誌

上では匿名で掲載します。なお、誌

面の都合により掲載できない場合も

ありますのでご了承ください。送付

先住所・ファクス番号・メールアド

レスは裏表紙をご覧ください。




